
【港湾】

施設の現況 点検･補修等の実施状況 維持管理に係る課題

■港湾の現況
■計画

■適切な点検・補修によるメンテナンスサイクルの確立

○H25：「舞鶴港港湾計画」改訂

　
 ・おおむね平成３０年代半ばを目標とし、港湾の開発、利用及び保全並びに
港湾に隣接する地域の保全に関する事項を定めた計画

○H22：「京都府の港湾の施設の維持管理計画ガイドライン」

○主な施設の現況
 ・港湾施設を適正且つ効率的に維持管理することを目的に、点検診断、評
価、補修計画作成に係る事項を定めた指針

○H26：「舞鶴港予防保全計画」策定

 ・舞鶴港全体において、定期点検結果や施設の利用状況、重要性等を考
慮し、5ヶ年(H27～H31）の事業概要を検討

■点検

○H22：「京都府港湾の施設の維持管理計画ガイドライン」 ■施設の利用形態の変化に伴う施設の撤去、利用の転換

　
 ・職員点検：全施設を対象に1回/年、陸上目視により変状の有無、利用上
の機能の状況を確認

 ・委託点検：全施設を対象に5年に1度の頻度で陸上目視による点検では把
握しがたい部位を含めて変状の有無や程度を把握

○H26：「港湾の施設の点検診断ガイドライン」　「港湾荷役機械の点検診断
ガイドライン」（国土交通省）
 ・荷役機械除く：重要度が高い施設の点検は1回/3年、その他は1回/5年
 ・荷役機械：重要度が高い施設の点検は15～20年に1回（法定点検別途）

○委託点検の実施状況 ■データベースの構築

■委託点検結果（H20～H25：270施設）

■補修
取組の方向性

○補修等の状況

■データベース

○国土交通省が維持管理データベースを作成中 (H28完成予定）

（所管課：港湾課）

 ・港湾は、海陸交通の結節点として、岸壁等各施設が連携して物流・
人流を支えており、港湾施設の損壊は、産業・経済活動に甚大な影
響を与えることとなるため、施設を適切に維持するメンテナンスサイク
ルの確立が重要。

 ・現時点で港湾の骨格を形成する施設の点検（防波堤、岸壁、臨港
道路など）はほぼ完了しているが、荷役機械や上屋等その他の施設
は未実施であり、早急な点検が必要。

 ・防波堤や岸壁など、厳しい自然環境にある施設や荷役機械など劣
化予測が困難な施設も多く、定期点検や災害等により、突発的な補修
費用が必要となる恐れがあり、弾力的な予算措置と長期的なコスト算
定が大きな課題。

 ・施設の老朽化が進行する中、船舶の大型化やクルーズ船の寄港な
ど、利用形態も変化してきており、陳腐化した施設の撤去や利用の転
換についても検討が必要（舞鶴港港湾計画においても施設撤去、利
用転換を位置付けている施設がある）。

 ・個別施設の点検データ、港湾台帳、補修履歴等を一元管理できる
システムが未整備であり、蓄積したデータを分析し、ライフサイクルコス
トの見直しを行うなど長寿命化計画を逐次ブラッシュアップしていくこと
が必要。

■個別施設計画（港湾施設長寿命化計画）の策定
 ・点検診断～長寿命化対策～データ蓄積のメンテナンスサイクルの
構築、中長期の投資計画等、長寿命化計画を策定する（H27：舞鶴
港、H28：宮津港、久美浜港）。

■京都府の港湾の施設の維持管理計画ガイドラインに基づく点検の
充実
 ・京都府の港湾の施設の維持管理計画ガイドライン等に基づき、荷役
機械、上屋、護岸など、点検が未実施となっている施設の定期点検に
取り組むとともに、5年に1度の施設点検を実施する。

■データベースの構築
 ・国土交通省の維持管理データベースを活用し、施設台帳・定期点
検結果・補修履歴等のデータを確実に蓄積できる体制を確立する。

舞鶴港

宮津港 久美浜港

※特定の利用者に対する施設（荷役機械、上屋等）等の点検は未実施

※定期点検結果から劣化が著しい施設について優先的に補修を実施

（劣化度A判定 40施設のうち 5施設について対策事業中）
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重要港湾

舞鶴港
喜多埠頭 １号岸壁 130.0 -7.5 H7 18 　耐震岸壁
　　　　 ２号岸壁 240.0 -12.0 H7 18
第２埠頭 １号岸壁 130.0 -7.5 S62 26
　　　　 ２号岸壁 185.0 -10.0 S61 27
　　　　 ３号岸壁 165.0 -9.0 H3 22
　　　　 ４号岸壁 165.0 -9.0 H3 22
第３埠頭 １号岸壁 185.2 -10.0 S50 38
    ２号岸壁 185.2 -10.0 S48 40
第４埠頭 岸壁 185.3 -10.0 S42 46
前島埠頭 １号岸壁 130.0 -7.5 H2 23 　耐震岸壁
　　　　 ２号岸壁 250.0 -8.0 S61 27
　　　　 ３号岸壁 180.0 -5.5 S55 33
舞鶴国際埠頭　岸壁 280.0 -14.0 H21 4
前島中央臨港道路 934.3 19.75～22.0 S62～H2 23～26 緊急輸送路（１次）
下福井喜多臨港道路 1,186.0 16.6～17.0 S42～S46 42～46 緊急輸送路（１次）
和田下福井臨港道路 2,875.0 10.3 H22 3 　R177以東

地方港湾
宮津港 全９５施設 （うち定期点検済み６８施設）

鶴賀第一埠頭　岸壁 148.6 -5.0 H元 24
　　　　　　　　　　岸壁 55.1 -5.0 S52 36
鶴賀第二埠頭　岸壁 132.2 -5.5 H元 24
　　　　　　　　　　岸壁 110.0 -4.5 H元 24

久美浜港 全４９施設 （うち定期点検済み４０施設）

物揚場・桟橋 795.1 -4.5未満 S46～H16 9～42

 港  格 / 港  名
備　考

全３５７施設 （うち定期点検済み１６２施設）

港湾区域 臨港地区 係留施設 臨港道路 荷役機械
(ha) (ha) (バース数) (km) （基）

舞鶴港 2,458 189.9 18 18.8
3

(うち1基休止中）

宮津港 1,213 2.7 4 0.9 0

久美浜港 750 0 0 0.8 0

総施設数 H21 H22 H23 H24 H25 平均
舞鶴港 357 18 0 35 37 69 32
宮津港 95 0 37 28 3 0 14

久美浜港 49 0 0 36 4 0 8
計 501 18 37 99 44 69 53

（百万円）

H21 H22 H23 H24 H25 平均
更 新 費 0 0 14 83 195 58

補 修 費 212 91 73 314 30 144

維持管理費 89 96 102 89 130 101

点 検 費 3 22 38 27 16 21

計 304 209 227 513 371 325
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　資　料

（所管課：港湾課）

久美浜港
宮 津 港

舞 鶴 港

西港地区/全景

東港地区/全景

水域施設/航路

外郭施設/防波堤

荷役機械（クレーン）

臨港施設/橋梁

係留施設/岸壁

臨港施設/道路

倉 庫

緑 地

湊宮・葛野地区

日置地区

須地地区

須津地区

全 景

全 景

久美浜港

舞 鶴 港

宮 津 港
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